本機のいろいろな操作は、「乂イン乂ニュ ー_ 

I ® を押す。 

イン^ニューが表示されまず。 

ク@ で乂ニューを選び、 ® を巧す。 

選んだ六ニュー巧のサブ六ニュー 

2〜 P .21-3) が表示されます。 


か5巧いまず。 

■乂イン乂ニューの項目 



( i ^ P .9-9) を利巧 

できます。 


ソフトキーの使い方 


I 各/ニュー画面や操作画面では、次のよラに最 
下行にボタン操作を示ず説日月が表示されるこ 
とがあ ij ます。 

回を巧したときの 
動作を示しまず。 

® を巧したときの 
動作を示します。 

固を巧したときの 
動作を示しまず。 



コ S ユニケーシヨン 

ホットステータス、サークル 
トーク、 S ! タウン、 S ! ループ、ち 
かチ ■^、ソ トが利用できまず。 

Yahoo ! ケータイ 

Yahoo ! ケータイや PC サイトブ 
ラウザ、ライブモニターが利巧 
できまず。 

タディアブレイトー 

動画や音楽を再生ずる^ディア 
プレイ一が利用できます。 

乂ール 

方ールが利用できまず。 

力乂ラ 

力方ラが利用できまず。 

データフォルダ 

データフオルダ内のファイルが 
利用できます。 

シール 

カレンダー、アラームなど便利 
な機能が利用できまず。 

エンタテイ乂ント 

ブックサーフィン®、電子ブッ 
ク、 S ! キトストが利用できます。 

S ! アプリ 

S ! アプリが利巧できまず。 

生活アプリ 

買い物の支キムなどに使用するに 
カードの各種設定が行えます。 

電話機能 

アドレス帳が利用できます。 

設定 

各種設定が行えまず。 


タインタニユーか6機能を呼び出す 


广 

= 





〇 



国/ 


、質 

/同 

.憂 1 


TT 

4る 

tZ 

お; 

\〇* 

拠 

及 
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簡単な操作で機能を呼び出す 


■ シヨ-トカットを利用する 

よく使う機能を圧互〜匯司のボタン1つで呼び出だまず。 

•お買い上げ時には、 [ lU 〜の各ボタンに、なの機能がシヨートカットとして登歸されていまず。 


四 

受信ボックス（乂ール） 

回 

カレングー 

圆 

電卓 

國 

幸斤規作成 〔 SW —ル） 

圆 

アドレス帳 


アラーム 

画 

ブックマーク 

[6 mSo ] 

データフオルタ 

圆 

Bluetooth ® 


I 待受画面でに互〜 sa のいずれかを長 <( 1巧 W 上）押す。 

ショートカットリストに登録されている磯能が利巧できるようになりまず。 

■ ショートカットリストを編集する 

•「タインタニユー」、「電話香号入力」は編集できまだん。 


機能の変更 


I ショートカット画面で表示される機能を変更/上書きします。 


區互]♦上書きする機能選択♦回（乂ニュー）-「登歸」選択♦含)4登歸ずる機能還お ♦ 
回（ミ賄） 


機能の移動 


I ショートカツト画面で表示される機能の順奮を変更します。 

画3♦移動する機能選}只參圆（乂ニユ ー ) I 「移動」選択 ♦(§}♦© (移動先選択）♦爹 
ショ-トカツトをお買い上げ時のが態に戻しまず。 

國♦回（乂ニユ ー)♦ 「設定リ tz ツト」選択♦度) ♦ 「はい」選}只*® 


-屬 

-© 因.质 


某を 




ご利巧になる前に 
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I クイックオペレーションを利用する 

待受画面で数字を入力ずると、音声電話などの発信に加え、数字のケタ数に応じて利巧できる蝶 
能が画面に表示されまず。このが態で、機能名の前に表示されるボタンを巧ずと、その機能を操 
作できまず。 

入力した数字のケタ数に応じて、巧の機能が利用できまず。 



1 

2 

3 

4 

5〜6 

7〜10 

11〜12 

13〜24 

25〜32 

スピードグイかレ （徑 P .4-14) 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

スピード TV コール （ a ^ P .4-14) 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

電卓 （ o ^ P .12-15) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

マネー積算乂モ Ca ^ P .12-25) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

間単夕ール （ i ^ P .14-33) 

〇別 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

カレンダー ( i ^ P .12-2) 

X 

X 

X 

〇姑 

X 

X 

X 

X 

X 

アラーム （[ i ^ P .12-11) 

X 

X 

X 

〇础 

X 

X 

X 

X 

X 

サークルトーク発信（徑 P .19-14) 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

X 

国際発信 （[ i ^ P .2-5) 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


- X -1 ダイトル後回（乂ール）を巧してください。また、あらかじめ簡単方ール宛先 （®7.14-33) を登歸して 


おく必要があリまず。 

■ X -2 ダイトル後®を巧してください。当日を含む1年 U 巧で、指定した日を含むカレンダーが表示されまず。 

ただし、ちなしない月日[例：「4 月 31曰」（0431)]を入力しても、カレンターは表示されまだん。 

■ X -3 設定ずる時刻を24時間制の4ケタで入力してください。 

■例：「1111」と入力して電卓を呼び出すとき 

I pmpmpmrm の順に押す。 

ブ 巨 司を押す。 















































操作中に他の機能を呼び出す[フルチジョブ機能 （7 ルチアプリ）] 


操作中に他の機能を呼け出して操作ずることができまず。 


I 操作中に、區固を押す。 

ショートカツト画面が表示されまず。 

•利巧できない機能はグレー表示されてい 
まず。 

• S ! アプリ起動中など、マルチジョブ機能が 
利用できない状態や機能では、画互)は働き 
まだん。 

•文字入力画面や電話番号入力画面では、 
画互]を長く （1 秒 i ； LL ) 巧してください。 


2 機能を選び、 ® を押す。 

選んだ機能の画面が表示されまず。 

(「を」点灯） 

を巧ずと、画面の切リ曽えができまず。 

3 マルチジョブ機能を終了するときは、 
圆到甲す。 

他の機能の画面が表示されまず。（「を」消灯） 
■確認 画面表示時：「はい」選巧 ♦ i ® 


マルチジョブ機能が用中に電話がかかってくると 


を巧ずと、電話を受けることができまず。 

通記を終えると、通話前に操作していた機能の画面に戻リまず。 


補足於本書では、「マルチジョブ機能（マルチアブリ）」を「マルチジョブ機能」と記載していまず。 




























